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昭和大学外科

・ 昭和大学４病院を拠点とした、東京都内・横浜の都心で、アカデミックな最先端医療に触れながら、教育機関でもある
大学に在籍する医学生も交えた多くの職種が集う中、チームの一員として、手術を基軸に、専門医取得を目指すプログ
ラムです。
・ 地域の中核病院として、高難度な手術にも関わり、多くの症例が集まるハイボリュームセンターでの研修は、外科医とし
て実力を蓄え、将来大きく羽ばたく上で、市中病院にないメリットです。
・ 最初は助手として症例経験を積み、解剖・術野展開・器具の使い方を学びますが、実力に応じ、大学病院において、術
者として患者さんへの手術を行うことは、ほかに変えがたい経験となるはずです。
・ 術前術後の周術期管理も大事な外科医の仕事です。輸液・抗生剤・ドレーン管理など、学ぶべき知識・手技は数多くあり、
手術と併せて研修を積むことができます。
・ 教授をはじめとした上級学年の、研究者としての側面に触れることも、大学病院での研修だからこそ感じられる特権です。
・ 医療の原点である患者さんfirstの治療・対応を心掛け、医療者としての使命を忘れず、世界をリードする外科医に育っ
てもらえることを願っています。
・ もちろん大変なこともありますが、同時に、責任感・やりがい・そして喜びもあります。ぜひ、本プログラムの研修を通
し、一緒に働きましょう！

都内の大学病院で、アカデミアの息吹を感じながら、
『至誠一貫』の建学の精神のもと、外科医としての一歩を一緒に始めましょう！

昭和大学病院

専門医、指導医、施設認定、関連施設

各種学会認定専門医数

日本外科学会専門医 55 名 日本心臓血管外科修練指導医 5 名 日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡指導医 4 名
日本消化器外科学会専門医 22 名 日本循環器学会専門医 2 名 日本気管食道科学会専門医 2 名
日本消化器内視鏡学会専門医 16 名 胸部ステントグラフト（cTAG）指導医 3 名 日本気胸・嚢胞性肺疾患学会評議員 2 名
日本消化器病学会専門医 12 名 胸部ステントグラフト（cTAG）実施医 4 名 呼吸器外科専門医合同委員会認定呼吸器外科専門医 5 名
日本大腸肛門病学会専門医 2 名 腹部ステントグラフト（ENDURANT Ⅱ）指導医 3 名 日本小児外科学会専門医 5 名
日本消化管学会専門医 1 名 腹部ステントグラフト（ENDURANT Ⅱ）実施医 4 名 日本小児外科学会指導医 2 名
日本肝臓学会専門医 7 名 腹部ステントグラフト（Excluder）指導医 3 名 日本静脈経腸栄養学会指導医 1 名
日本食道学会認定医 5 名 腹部ステントグラフト（Excluder）実施医 4 名 日本乳癌学会乳腺専門医 11 名
日本食道学会食道外科専門医 3 名 下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術の実施基準による実施医 2 名 日本臨床腫瘍学会暫定指導医 1 名
日本肝胆膵外科学会評議員 11 名 脈管専門医 3 名 日本がん治療認定医機構暫定教育医 4 名
日本肝胆膵外科学会高度技能医 3 名 日本呼吸器学会　専門医・指導医 1 名 日本がん治療認定医機構 認定医 * 1 名
日本腹部救急医学会暫定教育医 4 名 日本呼吸器外科学会　専門医 5 名 ICD 認定医 7 名
日本臨床腎移植学会専門医 1 名 日本呼吸器外科学会　評議員 2 名 日本遺伝性腫瘍学会専門医 5 名
日本透析学会専門医 1 名 日本胸部外科学会指導医 3 名 TAVR(経カテーテル大動脈弁移植術)実施医（Sapien） 2 名
日本再生医療学会再生医療認定医 1 名 日本胸部外科学会認定医 2 名 TAVR(経カテーテル大動脈弁移植術)指導医（Sapien） 1 名
消化器がん外科治療認定医 21 名 身体障害者指定医（呼吸器機能障害） 2 名 TAVR(経カテーテル大動脈弁移植術)実施医（Core） 1 名
日本心臓血管外科専門医 6 名 肺がん CT 検診認定機構認定医師 2 名 TAVR(経カテーテル大動脈弁移植術)指導医（Core） 1 名

（指導医を含む）※基幹施設の専門医・指導医数　* 乳腺外科 10 名

専門研修指導医数

消化器外科 21 名 呼吸器外科　 6 名 乳腺内分泌外科 13 名
心臓血管外科 8 名 小児外科 3 名 その他 ( 救急など ) 21 名

29



昭
和
大
学
外
科

研修実施責任者
消化器・一般外科学講座 問い合わせ先

担 当 者
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E -ma i l

昭和大学医師臨床研修センター
事務室事務課専攻医・連携病院係
03-3784-8299
03-3784-8276
s-senkoui@ofc.showa-u.ac.jp

教授 青木 武士
プログラム名 昭和大学病院外科専門医研修プログラム

研修期間 3年

主な専門研修連携施設

昭和大学江東豊洲病院、昭和大学横浜市北部病院、昭
和大学藤が丘病院、都立荏原病院、山梨赤十字病院、
亀田総合病院、茨城県立中央病院、聖隷浜松病院、小
田原市民病院、牧田総合病院、ひたち医療センター、
江東病院、戸塚共立第1病院、城山病院、菊名記念病院、
第三北品川病院、朝霞台中央総合病院、田園調布中央
病院、丸山記念病院、山王台病院、TMGあさか医療セ
ンター、川崎協同病院

各種学会施設認定

日本外科学会
日本消化器外科学会
日本心臓血管外科学会
日本胸部外科学会

日本呼吸器外科学会
日本乳癌学会
日本小児外科学会

日本食道学会
日本肝胆膵外科学会
日本大腸肛門病学会

・外科専門医は臨床研修修了後、3年（以上）の専門研修で育成され
ます。3年間の専門研修期間中、基幹施設または連携施設で、それ
ぞれ6か月以上の研修を行います。

＊研修プログラムの修了判定には規定の経験症例数が必要です（専攻
医研修マニュアル-経験目標２-を参照 )。

専攻医の研修期間

専攻医育成コースの概略

年数 R1年次 R2年次 S1年次最初の3か月間 S1年次4か月目～S2年次6か月目 S2年次7か月目～S3年次  専攻医終了後～

外科専攻医
プログラム

臨床研修(２年間）
＊この間の症例もカウント可能

専攻医研修（３年間） 研修基準クリアーすれば
専門医試験受験へ
　（→ 合格すれば

日本外科学会専門医取得）
入局先で研修

昭和大学病院 or 
昭和大学豊洲病院 or 

関連施設
入局先で研修

サブスペシャルティ領域
などの専門医連動可

大学院修練連動
( 入局先の状況による）

・専攻の研修は、毎年の達成目標と達成度を評価しながら進められます。
以下に年次ごとの研修内容・習得目標の目安を示します。

・専門研修1年目では、基本的診療能力および外科基本的知識と技能の
習得を目標とします。専攻医は定期的に開催されるカンファレンスや
症例検討会、 抄読会、院内主催のセミナーの参加、e-learningや書
籍や論文などの通読、 日本外科学会が用意しているビデオライブラリー
などを通して自らも専門 知識・技能の習得を図ります。

・専門研修2年目では、基本的診療能力の向上に加えて、外科基本的知

識・技能を実際の診断・治療へ応用する力量を養うことを目標とします。
専攻医は、さらに学会・研究会への参加などを通して専門知識・技能
の習得を図ります。

・専門研修3年目では、チーム医療において責任を持って診療にあたり、
後進の指導にも参画し、リーダーシップを発揮して、外科の実践的知識・
技能の習得によりさまざまな外科疾患へ対応する力量を養うことを目
標とします。カリキュラムを習得したと認められる専攻医には、積極的
にサブスペシャルティ領域専門医取得に向けた技能研修へ進みます。
＊習得すべき専門知識や技能は専攻医研修マニュアルを参照してください。

年次ごとの専門研修計画

下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術の実施基準による実施施設認定
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構規定基幹施設認定
経皮的僧帽弁接合不全修復システム実施施設認定
経カテーテル的大動脈弁置換術実施施設　ほか

・地域の連携病院では責任を持って多くの症例を経験することができ
ます。また、地域医療における病診・病病連携、地域包括ケア、在
宅医療などの意義について学ぶことができます。

・本研修プログラムの連携施設には、その地域における地域医療の拠
点となっている施設（地域中核病院、地域中小病院）が入っています。
そのため、連携施設での研修中に以下の地域医療（過疎地域も含む）

地域医療の経験

の研修が可能です。
・地域の医療資源や救急体制について把握し、地域の特性に応じた病
診連携、病病連携のあり方について理解して実践します。

・消化器がん患者の緩和ケアなど、ADLの低下した患者に対して、在
宅医療や緩和ケア専門施設などを活用した医療を立案します。

・原則、外科専門研修を修了し、外科専門医資格を習得した後、サブ
スペシャルティ領域専門研修の開始となりますが、領域によっては専

サブスペシャルティ領域などの専門医資格と連動

攻医研修期間中の症例もカウントの対象となる領域もあります（サ
ブスペシャルティ領域連動型）。
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＜ 1週間の流れ ＞
a) 基幹施設（昭和大学病院 消化器・一般外科 例）

プログラムの魅力　

月 火 水 木 金 土 日
7:30 ～ 抄読会、ビデオカンファレンス
8:00 ～ 病棟業務
9:00 ～ 手術
9:00 ～ 内視鏡検査
9:00 ～ 超音波検査
8:30 ～ 10:30 総回診
17:00 ～ Cancer Board
17:30 ～ 外科術前カンファレンス

・専門研修期間中も、入局先の状況にもよりますが、今まで大学院に
所属していた場合や今後将来大学院へ進みたい場合は、規定の年数

大学院研修

のカウント以下に、臨床研究を並行することも可能です。

b) 連携施設（昭和大学豊洲病院　心臓血管外科 例）
月 火 水 木 金 土 日

7:30 ～ 抄読会
7:30 ～ ハートチームカンファレンス
7:30 ～ 麻酔科合同カンファレンス
7:30 ～ 術前カンファレンス
8:45 ～ ICU回診
9:00 ～ 手術・病棟業務
9:30 ～ 病棟総回診

c) 連携施設（江東病院 例）
月 火 水 木 金 土 日

8:00 ～ 勉強会
8:30 ～ 朝カンファレンス
8:45 ～ 病棟カンファレンス
9:00 ～ 病棟業務
9:00 ～ 手術
9:00 ～ 11:45 午前外来
13:00 ～ 16:30 午後外来
9:00 ～ 12:00 午前内視鏡検査
13:00 ～ 16:30 午後内視鏡検査
13:00 ～ 午後カンファレンス
17:00 ～ 夕方カンファレンス
12:00 ～ 病理合同カンファレンス（月 1 回）
16:00 ～ 消化器内科合同カンファレンス

＜ 年間行事 ＞
月 全体行事予定 (予定）

4 月 外科専門研修開始。専攻医および指導医に提出用資料の配布（昭和大学ホームページ）・日本外科学会参加（発表）
5月 研修修了者：専門医認定審査申請・提出
7月 日本消化器外科学会参加（発表）
8月 研修修了者：専門医認定審査（筆記試験・面接）
11月 臨床外科学会参加（発表）

2月
・専攻医：研修目標達成度評価報告用紙と経験症例数報告用紙の作成（年次報告）（書類は翌月に提出）
・専攻医：研修プログラム評価報告用紙の作成（書類は翌月に提出）
・指導医・指導責任者：指導実績報告用紙の作成（書類は翌月に提出）

3月
・その年度の研修修了・専攻医：その年度の研修目標達成度評価報告用紙と経験症例数報告用紙を提出
・指導医・指導責任者：前年度の指導実績報告用紙の提出
・研修プログラム管理委員会開催
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研修を開始してから、約2年が経ちました。消
化器・一般外科に入局し、最初の3か月で外
科の基礎を学び、その後は乳腺外科、小児外
科、呼吸器外科、心臓血管外科、救急診療科、
関連施設の消化器センター、茨城県石岡市
での地域研修を経て現在に至ります。各科や
各施設では丁寧な指導体制が整っており、症
例数についても偏りがないように配慮がなさ
れています。見学などにいらして、昭和大学の
雰囲気を感じてみてはいかがでしょうか。

昭和大学卒業後、昭和大学病院で臨床研修
を2年、その後当病院で外科専攻医として3
年目になります。当病院のプログラムは外
科専門医に必要なすべての症例を経験でき
るようにローテーションが組まれております。
さらに私の場合、並行して昭和大学大学院
で研究することができ、昨年度末に修了する
ことができました。大学病院ならではの研究
と臨床の機会がある当病院で、一緒に働け
る日を楽しみにしています。

当大学の外科研修の特徴として、外科専門
医取得に必要な消化器、呼吸器、心血管、
乳腺、小児の各科ローテーションを短期集
中で効率的に行い、かつ必要十分な症例数
を経験した上で、外科研修期間の半分以上
を各専攻科の研修に充てられる点が挙げら
れます。外科医に必要な多方面での外科研
修の時間と、各科の専門研修に専念する時
間がバランスよく確保され、ストレスなく修
練が行える恵まれたプログラムです。

専攻医からのメッセージ

渡邊 健

吉田 伶香

尾仲 紘輔

2020年度専攻医
昭和大学病院外科
専門医研修プログラム
昭和大学病院消化器・一般外科

2020年度専攻医
昭和大学病院外科
専門医研修プログラム
昭和大学病院乳腺外科

2021年度専攻医
昭和大学病院外科
専門研修プログラム
昭和大学江東豊洲病院
心臓血管外科

昭和大学卒業 
昭和大学病院臨床研修修了

昭和大学卒業 
昭和大学大学院医学研究科
医学専攻博士

昭和大学卒業 
昭和大学藤が丘病院
臨床研修修了

【2022年4月現在　研修開始2年０か月時点】a)消化器外科経験
症例数：245症例/ 必要症例数50症例　b)乳腺外科経験症例
数：19症例/ 必要症例数10症例　c)呼吸器外科経験症例数：
15症例/ 必要症例数10症例　d)心臓・大血管外科経験症例数：
14症例/ 必要症例数10症例　e)小児外科経験症例数：22症例
/ 必要症例数10症例　f)末梢血管外科経験症例数：10症例/ 必
要症例数10症例　g)頭頚部・体表・内分泌外科経験症例数：22
症例/ 必要症例数10症例　h)外傷経験症例数：10点/ 必要症
例数10点　i)学会・論文発表数：150単位/ 必要症例数20単位

【2022年4月現在　研修開始2年0か月時点】　a)消化器外科経
験症例数：156症例/ 必要症例数50症例　b)乳腺外科経験症例
数：98症例/ 必要症例数10症例　c)呼吸器外科経験症例数：19
症例/ 必要症例数10症例　d)心臓・大血管外科経験症例数：11
症例/ 必要症例数10症例　e)小児外科経験症例数：25症例/ 必
要症例数10症例　f)末梢血管外科経験症例数：10症例/ 必要症
例数10症例　g)頭頚部・体表・内分泌外科経験症例数：20症例
/ 必要症例数10症例　h)外傷経験症例数：25症例/ 必要症例数
10症例　i)学会・論文発表数：30単位/ 必要症例数20単位

【2022年4月現在　研修開始1年0か月時点】　a)消化器外科経
験症例数：100症例/ 必要症例数50症例　b)乳腺外科経験症例
数：24症例/ 必要症例数10症例　c)呼吸器外科経験症例数：16
症例/ 必要症例数10症例　d)心臓・大血管外科経験症例数：92
症例/ 必要症例数10症例　e)小児外科経験症例数：13症例/ 必
要症例数10症例　f)末梢血管外科経験症例数：19症例/ 必要症
例数10症例　g)頭頚部・体表・内分泌外科経験症例数：12症例
/ 必要症例数10症例　h)外傷経験症例数：10症例/ 必要症例数
10症例　i)学会・論文発表数：40単位/ 必要症例数20単位

経験症例

経験症例

経験症例

・基幹施設および連携施設それぞれにおいて、毎日の病棟でのチー
ムカンファレンスを通し、医師および看護スタッフによる治療お
よび管理方針の症例検討会を行い、専攻医は積極的に意見を述
べ、同僚の意見を聴くことにより、具体的な治療と管理の論理を
学びます。

・Cancer Board：複数の臓器に広がる進行・再発例や、重症の
内科合併症を有する症例、非常に稀で標準治療がない症例など
の治療方針決定について、内科など関連診療科、病理部、放射
線科、緩和、看護スタッフなどによる合同カンファレンスを行い
ます。
・基幹施設と連携施設による症例検討会：各施設の専攻医や若手
専門医による研修発表会を年3回程度、大学内の施設を用いて
行い、発表内容、スライド資料の良否、発表態度などについて
指導的立場の医師や同僚・後輩から質問を受けて討論を行います。

・各施設において抄読会や勉強会を実施します。専攻医は最新の
ガイドラインを参照するとともにインターネットなどによる情報
検索を行います。

・メジャー疾患のみならず、マイナー疾患にも対応しており若手外
科医における修練の場を提供しています。

・ドライラボでの結紮講習をはじめ、大動物を用いたトレーニング
設備や教育DVDなどを用いて、積極的に手術手技を学びます。

・日本外科学会の学術集会（特に教育プログラム）、e-learning、
その他各種研修セミナーや各病院内で実施される医療倫理を含
めた外科医としての礎を学び積極的に、各領域における全国規
模の学会での発表を行い学術的支援をしています。

・その他、標準的医療および今後期待される先進的医療、医療倫
理、医療安全、院内感染対策についても学びます。

江東豊洲病院　消化器外科

昭和大学病院　心臓血管外科　 乳腺外科

呼吸器外科 昭和大学病院　消化器外科

江東豊洲病院　心臓血管外科 小児外科
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